
水 面 の 上 空 に あ っ て は 、 地 上 又 は 水

上 の 人 又 は 物 件 か ら １ ５ ０ メ ー ト

ル 以 上 の 距 離 を 保 っ て 飛 行 す る こ と

の で き る 高 度 」 と し て い ま す 。

し か し 、 米 軍 の 訓 練 規 定 で は 、

「 低 空 飛 行 と は ６
０

ｍ 以 上 」 と さ れ て

お り 、 日 米 合 意 の １ ５ ０ メ ー ト ル と

齟 齬 が 生 じ て い ま す 。 実 際 、 ３
０

ｍ 上

空 を 飛 ん で い る と き も あ り ま す 。

そ の た め 沖 縄 で は 、 夜 間 訓 練 反 対

の 「 抗 議 闘 争 」 時 、 暗 視 ゴ ー グ ル を

付 け た 兵 士 に 懐 中 電 灯 が 「 眩 し く 」

写 っ た そ う で す 。

集 団 的 自 衛 権 の 行 使 「 解 禁 」 と は 、

米 軍 と と も に （ 又 は 単 独 で ） 、 世 界

中 で 「 戦 争 を す る 」 こ と の 言 い 換 え

に 過 ぎ ま せ ん 。

武 器 輸 出 の 「 解 禁 」 と と も に 、 世

界 で 「 戦 争 」 と 「 武 器 」 を 売 り 込 む

「 死 の 商 人 」 に し て は い け ま せ ん 。

※ 集 団 的 自 衛 権 と は 、 軍 事 同 盟 を

結 ぶ 国 （ あ る い は 密 接 な 関 係 に あ る

国 」 が 、 第 三 国 か ら 攻 撃 を 受 け た 場

合 （ あ る い は そ の 国 に 戦 争 し か け る

と き ） 、 自 国 が 攻 撃 さ れ て い な く て

も 、 同 盟 国 と と も に 第 三 国 を 攻 撃 で

き る 権 利 を い う 。

４ 月 安 倍 首 相 の 「 私 的 諮 問 機

関 」 で あ る 安 保 法 制 懇 が 「 集 団

的 自 衛 権 の 行 使 容 認 」 を 報 告

４ 月 ～ ５ 月 安 倍 政 権 と し て 「 集 団

的 自 衛 権 の 行 使 を 合 憲 と す る

「 解 釈 案 」 を 決 定

夏 安 倍 内 閣 が 「 解 釈 改 憲 」 に よ る

行 使 容 認 を 決 定

秋 安 倍 首 相 が 行 使 容 認 の 関 連 法 案

（ 自 衛 隊 法 等 ） を 国 会 に 提 出

１
２

月 日 米 が ガ イ ド ラ イ ン を 再 改 定

（ 購 入 予 定 額 １ ０ ０ 億 超 を 記 載 ）

固 定 翼 対 潜 哨 戒 機 Ｐ １× ４ 機

７ ７ ３ 億 円

次 期 ジ ェ ッ ト 戦 闘 機 Ｆ ３
５× ４ 機

６ ９ ３ 億 円

対 潜 ヘ リ コ プ タ ー× ４ 機
２ ５ ６ 億 円

Ｆ １
５

ジ ェ ッ ト 戦 闘 機 改 修× １
２

機

１ ５ ０ 億 円

Ｆ ２ ジ ェ ッ ト 戦 闘 機 改 修× １
２

機

１ ３ ２ 億 円

輸 送 機 Ｃ ２× ３ 機 ６ ０ ３ 億 円

潜 水 艦 救 難 艦 （ ５ ６ ０ ０ ト
ン

） １ 隻

５ ０ ８ 億 円

護 衛 艦 （ ５ ０ ０ ０ ト
ン

） １ 隻

７ ３ ３ 億 円

潜 水 艦 （ ２ ９ ０ ０ ト
ン

） １ 隻

５ １ ３ 億 円

掃 海 艇 １ 隻 １ ７ ４ 億 円

地 対 艦 ミ サ イ ル× １
６

両 ３ ０ ２ 億

地 対 空 ミ サ イ ル １ 個 中 隊 １ ７ １ 億 円

戦 車× １
３

両 １ ３ １ 億 円

早 期 警 戒 管 制 機 （ Ｅ－ ７ ６ ７ ） 改 修

× ４ 機 １ ３ ６ 億 円

与 那 国 島 沿 岸 監 視 部 隊 を 配 置

１ ５ ５ 億 円

中 期 防 で
１
７

機 を 購 入 、 陸 自 に 配 備 予 定

機 動 戦 闘 車 （ 従 来 戦 車 の 代 替 ） ９
９

両

水 陸 両 用 車 ５
２

両

戦 闘 機 ２
８

機

※ Ｆ ３
５

の 関 連 経 費 の と

な り 、 を 下 回 っ た 。

Ｃ ２ 輸 送 機 １
０

機

無 人 機 グ ロ ー バ ル ホ ー ク ３ 機

無 人 で 人 を 殺 傷 す る ロ ボ ッ ト 兵 器

反 戦 ・ 環 境 ・ 人 権 ・ 芸 術 な ど

に 多 大 な 貢 献 を さ れ た 元 県 議 、

藤 井 肇 さ ん が ２ 月 ４ 日 、 亡 く な

ら れ ま し た 。 謹 ん で ご 冥 福 を お

祈 り い た し ま す 。

寄 贈 い た だ い た 「 放 射 能 測 定

器 」 は 大 切 に 使 っ て い き ま す 。

早 く 、 不 要 と な る 日 が 来 る よ う 、

遺 志 を 引 き 継 い で が ん ば り ま す 。

今 後 の 予 定

◇ 「 オ ス プ レ イ 訓 練 反 対 、 解 釈 改 憲

反 対 」 自 治 体 申 し 入 れ

◇ 全 県 で 「 オ ス プ レ イ 訓 練 反 対 ・ 集

団 的 自 衛 権 行 使 反 対 ！ 」 流 し 街 宣

◇ 高 江 ヘ リ パ ッ ト 「 標 的 の 村 」 上 映

会 県 内 ８ ヶ 所 （ 詳 細 Ｈ
Ｐ

参 照 ）

◇ ３ 月 ２
０

日 （ 木 ） 小 松 基 地 爆 音 訴 訟

第 ２
０

回 口 頭 弁 論 金 沢 地 裁

◇ ４ 月 １
２

日 （ 土 ） 沖 縄 の 現 況 と 私 た

ち の 闘 い 玉 城 沖 縄 県 議 内 灘 サ

イ ク リ ン グ タ ー ミ ナ ル

◇ ４ 月 １
３

日 （ 日 ） 憲 法 学 習 会 七 尾

９ 条 の 会 北 尾 美 帆 弁 護 士

◇ ４ 月 ２
３

日 （ 水 ） 志 賀 原 発 を 廃 炉 に

訴 訟 第 ９ 回 口 頭 弁 論 金 沢 地 裁

◇ ５ 月 ３ 日 （ 土 ） 憲 法 施 行 ６
７

周 年 集

会 「 輝 け 九 条 ！ 許 す な 改 憲 ！ 」

集 会 講 師 斎 藤 貴 男 氏 金 沢 本 多

の 森 ホ ー ル

◇ ５ 月 １
３

日 （ 火 ） 志 賀 原 発 を 廃 炉 に

訴 訟 原 告 団 総 会 地 場 産 本 館

◇ ５ 月 １
５

～ １
８

日 沖 縄 平 和 行 進

◇ ６ 月 １
２

日 ～ 被 爆 ６
９

周 年 「 非 核 平

和 行 進 」 （ 予 定 ）

憲 法 改 悪 反 対 集 会 、 昨 年 の ６
．

２
５

に

続 き 成 功 。 冷 雨 の な か 参 加 し た 組 合

員 、 ピ ー ス 会 員 、 市 民 一 千 人 の 皆 さ

ん に 感 謝 し ま す 。 正 念 場 は こ れ か ら

で す 。 あ る 死 刑 囚 の 話 が 「 北 陸 中

日 」 に 連 載 さ れ て い る 。 な ぜ 「 殺

人 」 に 及 ん だ の か 。 痛 々 し い 過 去 が

語 ら れ 、 不 遇 な 過 去 が ・ ・ 。 そ の 原

因 を 除 去 し な い 限 り 「 悲 劇 」 は 繰 り

返 さ れ る 。 ２
６

兆 ９ 千 億 円 、 こ れ は

今 後 ５ 年 間 （ 中 期 防 衛 計 画 ） で 費 や

さ れ る 軍 事 費 。 税 収 の １ 割 を 超 え る

額 が 戦 争 の た め に ・ ・ 、 怒 り が 湧 き

ま す 。 Ｆ ４ フ ァ ン ト ム に は 爆 撃 装

置 が あ り ま せ ん 。 「 専 守 防 衛 」 だ か

ら 。 と こ ろ が 空 中 給 油 装 置 ま で 付 け

た 爆 撃 機 Ｆ ３
５

を 配 備 し よ う と し て い

る 。 「 戦 争 す る 国 」 を 阻 止 し よ う ！

安 倍 政 権 の 「 支 持 率 」 が ５
０

％ 台 で

推 移 。 経 済 優 先 に 国 民 が 騙 さ れ て い

る 。 「 大 政 翼 賛 会 」 に 成 り 果 て た 与

野 党 ゆ え か 。 原 発 を 止 め る と 毎 年

３ ． ６ 兆 円 が 海 外 に 流 出 、 と い う 説

に 「 過 大 試 算 」 が 判 明 。 原 子 力 ム ラ

の い つ も の 「 嘘 」 で あ る 。 戦 争 へ

の 道 は 、 戦 争 政 策 （ 法 律 の 制 定 な

ど ） と 同 時 に 、 国 民 が 政 府 ・ 企 業 を

支 持 し て し ま う こ と 。 日 々 の 反 戦 ・

平 和 の 取 り 組 み が 重 要 で す 。 川 内

原 発 の 再 稼 働 が 迫 っ て い る 。 「 フ ク

シ マ 」 の 事 故 原 因 す ら 特 定 で き な い

中 、 安 倍 首 相 を 先 頭 に し た 無 責 任 与

党 が 進 め て い る 。 な ん と し て も 阻 止

し な け れ ば 。 県 平 和 運 動 セ ン タ ー

の 役 割 は 、 重 か つ 大 で あ る 。 照


